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　７月２６日、南城市のシュガーホールにて行われた第

１０回沖縄県生徒商業研究発表大会で最優秀賞を受賞し

た南部商業高校マーケティング部及び学校関係者が８

月１日八重瀬町役場を訪問し中村町長に大会結果の報

告を行いました。

　現在かりゆしウェアの製作、商品化を手がけ販売先

も生徒自らで開拓するなど企画立案から営業活動、研

究内容のまとめまで生徒中心に行っています。部員の

金城奈々絵さんは「私たちの研究内容が認められたこと

がうれしい」と話し、８月２８日に行われる九州大会につ

いて「常に新しい発見を求めながら大会に臨みたいで

す」と意気込みを話してくれました。

南部商業高校　沖縄県生徒商業
研究発表大会で最優秀賞を受賞

みどり食品４作業所に皮むきを委託

　有限会社みどり食品は、かすみ草の作業所に今年３

月かららっきょうの皮むきに始まり7月末からは、に

んじんや紅いもの皮むき作業を委託しています。また

８月からは、サザンウィンド、野の花作業所、小城公

民館についても同作業の委託を開始し、地元の農作物

を地元の人たちの手において納品し、消費者に届けよ

うという取り組みを展開しています。８月１５日には、

みどり食品の與座永裕代表取締役と與座永己専務がか

すみ草を訪問し中村信吉町長立会いの下、計量機を寄

贈しました。数量計算された納品が可能となり、効率

的な作業を行うことができます。與座永己専務は、

「作業所の方はまだはじめたばかりなので徐々に慣れ

ながら作業委託を進めていきたい」と話しました。

新城幼稚園落成式

　新城幼稚園新園舎落成式が７月２０

日同園舎で執り行われ、園児と保護

者、学校関係者などが参加しました。

平成１７年８月に旧園舎にアスベスト

2％を含むことが判明したため平成

１７年８月３１日に園舎を閉鎖。９月か

らは、新城小学校の多目的室で保育

を開始しました。あれから一年半、

建築面積５５７．７平米、鉄筋コンク

リート造１階建て遊戯室・保育室・図書コー

ナーなどを備えた立派な園舎として生まれ変

わりました。落成式の式典において平良綾子

園長は、「運動場の片隅のプレハブ園舎で夏の

暑さ、冬の寒さに耐え今日の落成式を迎えら

れたことに子供たちをはじめ職員、保護者と

もども安堵と喜びでいっぱいです」とあいさ

つし、「９月からはみんなの元気な歌声をこの

お部屋の中いっぱいに響かせ、立派な新城幼

稚園としてがんばりましょうね」と児童に呼

びかけ、ともに喜びました。
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　８月４日・５日の２日間、町内にて映画「恋しくて」（町商工会青年部・女性部、町

文化協会、町共催）の上映会を行いました。この作品はＢＥＧＩＮの青春時代をモデル

に、主役・準主役を沖縄の一般の高校生が清々しく演じ内外からも高い評価を得ていま

すが、ヒロインを演じる山入端佳美さんが地元出身（字安里）であることから夢に向かっ

て頑張る彼女をみんなで応援しこれか

らの活躍を祈る目的で開催しました。

舞台あいさつでは笑顔を絶やさず、上

映会では多くの町民が駆け付け応援し

てくれていることに感謝しつつ「映画を通じいろんな出会いや

体験をして自己成長できたこと」、「もっといろんなジャンルに

挑戦していきたい」などこれからの夢を聞かせて頂きました。

また、急きょ主役の東里君と宜保君も舞台あいさつに参加し、

会場はサインや握手を求める人で盛り上がりました。

映画「恋しくて」町内にて上映会

商工会建設工業部会清掃作業

　八重瀬町商工会建設工業

部会（安座名幸一部会長）

は去る７月８日、部会員に

よるボランティア清掃作業

を実施しました。これは部

会活動の一環として行われ

たもので、真夏の暑い最中、

６８事業所８４名ほか総勢９９名にて自然橋周辺と報徳川周辺の草刈作業

を一日がかりで実施しました。作業には部会員自らパワーショベル

やユニック車、トラックを提供しての大掛かりな作業となりました

がその分周辺は見違えるほどきれいになりました。商工会建設工業

部会では今後も定例的に町内の清掃作業を行っていく予定です。

香南市「絵金まつり」にて八重瀬の物産をＰＲ

　町商工会（新垣勲会長）では７月２１日～２２日、姉妹都市

提携を結んでいる香南市で開催された「絵金まつり」で黒

糖製品、肉みそ、ゴーヤーピクルス、マンゴー、ドラゴン

フルーツなど町物産の展示販売を行い来場者へ広くピー

アールしました。

　絵金とは幕末の異端の絵師、金蔵の芝居絵を商店街の

軒先に飾り、ほの暗いろうそくの灯で観る祭りで今年で

３１回目を迎えるそうです。商工会青年部が興した祭りで、

今では高知県内外からたくさんの来場者が訪れ賑わいま

す。今回は出店に加え、絵金という資源をうまく活用し

地域活性化を図る様々な手法も学ぶことができました。

商工会では今後も継続して両市町のヒト、モノの交流を

図っていきます。


